
大井町金子の「せせらぎの郷（さと）花菖蒲（しょうぶ）園」で、見ごろを迎えた約３千株のあでやかなハナショウブが、
訪れた人の目を楽しませた。
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運
河
の
向
こ
う
に
は
白
い
光
に
照
ら

さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
と
、
水
面
に
映
る
明

か
り
。
目
を
移
す
と
、
余
剰
ガ
ス
を
燃

や
す
煙
突
の
炎
が
夜
空
を
焦
が
す
―
。

　

昼
間
は
巨
大
な
工
場
群
に
圧
倒
さ
れ

そ
う
な
川
崎
臨
海
部
は
、
夜
に
な
る
と

別
の
顔
に
な
る
。
近
未
来
都
市
の
趣
さ

え
見
せ
る
「
工
場
夜
景
」。
光
と
影
の

パ
ノ
ラ
マ
が
、
い
ま
人
気
だ
。

　

観
光
資
源
と
し
て
の
工
場
夜
景
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
着
目
し
、
ツ

ア
ー
を
売
り
出
す
先
駆
け
と
な
っ
た
川

崎
市
。
し
か
し
、
気
に
な
る
の
は
市
民

の
反
応
だ
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
11
月
、
川
崎
市
観
光
協

会
と
連
携
し
初
め
て
工
場
夜
景
ツ
ア
ー

を
試
行
。
45
人
の
募
集
に
対
し
７
６
７

人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
競
争
率
は

17
倍
。
08
年
度
は
こ
の
ほ
か
７
回
、
昼

間
の
ツ
ア
ー
を
試
行
、
い
ず
れ
も
申
し

込
み
が
募
集
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

予
想
以
上
の
反
応
に
「
民
間
企
業
が

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
も
採
算
は
十
分
に

と
れ
る
」
と
判
断
。
10
年
か
ら
旅
行
業

者
や
運
航
会
社
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
全

国
で
初
め
て
バ
ス
ツ
ア
ー
と
屋
形
船
ク

ル
ー
ズ
の
定
期
運
行
を
始
め
た
。
と
も

に
市
民
ガ
イ
ド
「
川
崎
工
場
夜
景
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
」
が
同
行
し
、
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
解
説
す
る
。

　
「
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
工

場
の
構
内
に
入
れ
る
」「
屋
形
船
か
ら

の
３
６
０
度
の
眺
め
は
最
高
」。
参
加

者
の
年
齢
は
小
学
生
か
ら
80
歳
代
ま
で

幅
が
広
く
、
７
割
以
上
が
女
性
。
若
い

カ
ッ
プ
ル
も
少
な
く
な
い
。
開
始
か
ら

５
年
目
を
迎
え
、
北
海
道
や
九
州
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
い
ま
や
知
名
度
は
全

国
区
だ
。
ツ
ア
ー
と
「
食
」
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
話
題
性
の
追
求
も
忘

れ
な
い
。

　

川
崎
市
の
呼
び
掛
け
で
始
ま
っ
た
全

国
工
場
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
も
、
こ
と
し
秋

で
５
回
目
と
な
る
。
メ
ン
バ
ー
も
４
都

市
か
ら
５
都
市
に
増
え
、
こ
と
し
10
月

の
山
口
県
周
南
市
サ
ミ
ッ
ト
で
は
７
都

市
に
な
る
見
通
し
と
い
う
。

　

サ
ミ
ッ
ト
を
提
唱
し
た
市
観
光
協
会

観
光
推
進
部
長
の
亀
山
安
之
さ
ん
は
、

工
場
夜
景
を
「
人
を
元
気
に
す
る
『
肉

食
系
夜
景
』」
と
表
現
す
る
。「
観
光
は

ソ
フ
ト
の
時
代
。
川
崎
の
工
場
の
よ
う

な
地
域
の
強
み
を
、
見
せ
方
を
変
え
て

売
り
込
め
ば
活
性
化
に
つ
な
が
る
」

（
神
奈
川
新
聞
社
川
崎
総
局
長
　

小
松
　
裕
史
）

工
場
夜
景
は「
近
未
来
の
趣
」

視
描点
点

白い光に照らされたプラント

− 　 −3



　

１
８
８
０
年
（
明
治
13
）
年
、
大
阪

に
こ
ん
な
チ
ラ
シ
が
で
た
。

　
「
縁
組
は
人
間
之
大
礼
生
涯
の
一
大

件
な
り
。
依
て
専
ら
信
義
を
厚
ふ
し
之

れ
を
取
扱
ひ
必
ず
不
当
の
手
数
料
を
不

受
但
無
益
の
時
日
を
経
過
せ
ず
速
に
双

方
の
望
を
達
せ
ん
が
為
め
今
般
開
業
仕

候
間
四
方
之
所
君
子
陸
続
来
臨
有
ら
ん

こ
と
を
希
望
す
」。
い
ま
ふ
う
に
書
く

と
こ
う
だ
。

　

エ
ン
グ
ミ
は
人
生
の
一
大
事
業
で
あ

る
。
そ
の
取
り
ま
と
め
は
、
信
用
あ
る

私
ど
も
へ
ど
う
ぞ
。
広
告
主
は
「
養
子

女
婿
嫁
妻
妾
縁
組
仲
媒
取
扱
所
」。
ヨ

ウ
シ
に
ム
コ
さ
ん
、
ヨ
メ
さ
ん
に
女
房
、

m
i
s
t
e
s
s
ま
で
、
す
べ
て
リ
ョ
ウ

エ
ン
に
し
ま
す
。
べ
ら
ぼ
う
な
料
金
は

い
た
だ
き
ま
せ
ん
と
。

　

こ
う
し
た
《
案
内
広
告
》
が
、
初
め

て
新
聞
に
登
場
し
た
の
は
１
８
９
８

（
明
治
31
）
年
1
月
11
日
。
図
が
報
知

新
聞
に
の
っ
た
。「
職
業
案
内
」と
い
う
、

女
性
の
電
話
交
換
手
を
募
集
す
る
広
告

で
あ
る
。

　

案
内
広
告
は
、
ま
た
た
く
ま
に
各
紙

に
広
が
っ
た
。
求
人
や
結
婚
斡
旋
、
不

動
産
売
買
や
貸
借
、
会
合
の
通
知
、
た

ず
ね
人
か
ら
内
職
ま
で
。
三
行
広
告
と

呼
ば
れ
て
、
活
字
3
行
が
ほ
と
ん
ど
。

あ
る
意
味
で
は
ニ
ュ
ー
ス
性
も
あ
り
、

読
者
の
注
目
度
も
高
く
、
新
聞
社
に

と
っ
て
割
引
な
し
の
現
金
取
引
。
広
告

収
入
の
重
き
を
な
し
た
。
毎
年
、
掲
載

申
込
み
が
増
え
て
１
９
０
８
（
明
治

41
）
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
1
年
間
で

50
万
５
０
０
０
行
。
そ
れ
か
ら
５
年
後

に
は
倍
増
し
て
、
96
万
行
に
も
な
っ
た

と
い
う
。

　

と
い
っ

て
も
ニ
セ

案
内
も
あ

り
、
太
平

洋
戦
後
は

と
く
に
目

立
っ
た
。

「
自
宅
勤

務
社
員
、

月
収
三
万
円
安
定
。
高
給
優
遇
、
希
望

者
は
百
円
と
履
歴
書
を
送
れ
」
と
か
、

「
地
方
支
部
長
を
求
む
。
保
証
選
考
料

二
千
二
百
五
十
円
送
れ
」
な
ど
と
、
就

職
難
に
あ
え
ぐ
庶
民
を
く
い
も
の
に
し

た
。「
趣
味
の
印
刷
機
、
五
百
円
の
と

こ
ろ
二
百
四
十
円
、
送
料
五
十
円
送
れ
」

な
ど
、
い
ま
も
あ
り
そ
う
。

　

案
内
広
告
の
先
駆
者
・
報
知
新
聞
へ
、

「
ム
コ
殿
求
む
」
と
広
告
掲
載
を
依
頼

に
き
た
父
親
が
い
た
。
応
対
し
た
担
当

者
と
い
ろ
い
ろ
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
な
ん
な
ら
ボ
ク
が
婿
養
子
に
行
き
ま

し
ょ
う
か
」
と
。
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
と

見
抜
い
た
父
親
と
、
と
ん
と
ん
拍
子
で

ま
と
ま
っ
た
。「
う
ま
い
こ
と
や
っ
た

な
、
役
得
じ
ゃ
な
い
か
」
と
同
僚
か
ら

ひ
や
か
さ
れ
、「
案
内
広
告
の
効
果
の

あ
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
実
践
し
た

だ
け
」
と
す
ま
し
顔
の
担
当
者
だ
っ
た

と
か
。

　

ご
本
人
は
の
ち
に
報
知
新
聞
の
社
長

に
就
任
。
東
京
市
会
議
員
か
ら
衆
議
院

議
員
へ
、
連
続
9
回
も
当
選
。
民
政
党

の
ボ
ス
に
な
り
、
入
閣
し
て
逓
信
大
臣
。

と
う
と
う
東
京
市
長
に
も
な
っ
た
、
頼

母
木
桂
吉
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）
最
初
の
案
内
広
告
「
電
話
交
換

手
募
集
」
＝
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

１
月
11
日
・
報
知
新
聞

ご
案
内
し
ま
す

宮
野
　
力
哉

い
ま
こ
そ
広
告
す
べ
き
①

広
告

談
珍

− 　 −16


